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議会のうごき
　議長報告 
　こんなことが決まりました

一般質問
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　黄金色した稲穂の収穫も終わり、初冬を感じる季節となりま
した。季節の変わり目です。体調管理に十分気をつけていただ
きたいと思います。
　９月14日に金婚夫婦表彰式に参加させていただきました。今
年表彰されました11組のご夫婦の、末永いご多幸をご祈念申し
上げます。
　９月の台風14号により住宅、農地、村道など甚大な災害が発
生いたしました。被災された方々、また令和2年7月豪雨災害に
続き、今回も被災された方の心情を察し、衷心よりお見舞い申
し上げます。
　毎年のように発生している災害に対し、すぐにできる治水対
策の取り組み、恒久的対策についても議会として、国・県へ引
き続き強く要望してまいります。
　令和４年９月定例会において、私に対し２回目の議長不信任決議案が提出されました。この
議案に対し議場での弁明をもとに述べさせていただきます。
　①地方自治法132条の解釈誤り、②129条の議場秩序保持権の濫用、
　　　　　　　　　　　　　　　 ③議事日程についての議長不信任、でした。
① については、本年6月定例会において、地方自治法132条に抵触する発言があり、議長からの
発言の制止を無視し発言を繰り返されました。議場で議論できる内容ではなく、議長として
発言の制止は当然の事と確信しております。私は人の尊厳をないがしろにする人を認める事
が出来ません。しかしながら、その後も議長からの不規則発言に対する注意にも関わらず発
言を続け、複数の議員が議長席に詰め寄るなど、議場を混乱させ議事の進行を妨害しました。
② について、地方自治法第129条では、「議場の秩序を乱す議員があるときは、議長は、これを
制止し、又は発言を取り消させ、その命令に従わないときは、その日の会議が終わるまで発
言を禁止し、又は議場の外に退去させることができる。」となっており、６月定例会における
議事進行の妨害に対し議場からの退去を命令しました。他町村の多くの方から、議場を混乱
させ、議事の進行を妨害した議員に対する批判の声がありました。議長として自信を持って
解釈の誤り、秩序保持権濫用との指摘は当たらないと申し上げます。
③ 議事日程については、相良村議会に議会運営に関する申し合わせがあり、議員提案について
は定例会7日前の議会運営委員会までに行うようになっていますが、発議第５号はその日まで
に提出されておりませんし、発議第６号、村長不信任決議案については、本年６月定例会に
提出された提案理由と同じであり、６月定例会における議場の状況にかんがみ、議会運営委
員会にて、議事進行への影響・議場の秩序保持などいろいろな場面を想定され、慎重に審議
いただいた結果であり、決定された議事日程に何ら問題は無いと申し上げ、弁明といたします。

議
長
報
告

相良村議会議長
黒木  正照

〔主な行事〕
令和4年8月から9月までの主な行事
８月１日　広報発行特別委員会
８月４日　令和4年度人吉・日向間一般国道（388・446）整備促進期成同盟会総会　KKRホテル熊本
８月５日　球磨川水系川辺川砂防促進期成会総会　五木村役場（書面決議に変更）
８月６日　なつめ保育園園舎新築落成式
８月10日　８月定例郡議長会議（球磨地域振興局）
８月12日　令和４年第10回相良村議会臨時会
　　　　　全員協議会（球磨川水系河川整備計画策定（公表）に係る相良村議会への説明）
８月22日　松葉団地引渡式
８月24日　令和4年度町村議会正副議長研修会　自治会館
９月２日　議会運営委員会
　　　　　全員協議会（株式会社さがら経営状況報告）
　　　　　9月定例郡議長会議（球磨地域振興局）
９月9日～ 16日　令和4年第11回相良村議会定例会
９月13日　全員協議会（流水型ダム環境影響評価レポートについて
９月14日　第64回金婚夫婦表彰式
９月22日　国営川辺川総合土地改良事業地内の今後に関する意見交換
　　　　　（産業福祉常任委員会）熊本県庁
９月30日　流水型ダム環境保全検討委員会（第２回）事情説明 金婚夫婦表彰式　９月14日
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こんな事が決まりましたこんな事が決まりました
令和4年第９回相良村臨時会報告令和4年第９回相良村臨時会報告

新村橋災害復旧工事請負契約の変更を可決新村橋災害復旧工事請負契約の変更を可決
　令和４年第９回相良村議会臨時会が７月22日に招集され、工事請負契約の変更についての１件が提案され
ました。慎重審議の結果、下記のとおり議決しました。

〇工事請負契約の変更議案・・・原案可決
　議案第44号　工事請負契約の変更について
　　　　　　　１．工　事　名　　令和３年度新村橋災害復旧工事
　　　　　　　　　　　　　　　　（橋梁下部工：令和２年災過年）
　　　　　　　２．工 事 場 所　　相良村大字柳瀬地内
　　　　　　　３．契　約　額　　変更前　５，９９５万円
　　　　　　　　　　　　　　　　変更後　５，６４９万３，７７３円
　　　　　　　４．契約の相手方　　株式会社　技建日本

各議員の審議結果
件　　　　　　　名 川

邊
坂
田
永
田
德
田
中
村
西
本
髙
岡
小
善
市
岡 結果

議案第44号 工事請負契約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和4年第10回相良村臨時会報告令和4年第10回相良村臨時会報告
宅地造成工事等の請負契約の締結を可決宅地造成工事等の請負契約の締結を可決

　令和４年第10回相良村議会臨時会が８月12日に招集され、工事請負契約の変更についての３件が提案され
ました。慎重審議の結果、下記のとおり議決しました。

〇工事請負契約の締結議案・・・原案可決
　議案第45号　工事請負契約の締結について
　　　　　　　１．工　事　名　　令和４年度相良村宅地造成工事
　　　　　　　２．工 事 場 所　　相良村大字柳瀬地内
　　　　　　　３．契　約　額　　１億２，９２５万円
　　　　　　　４．契約の相手方　　株式会社　技建日本
　　　　　　　５．契約の方法　　指名競争入札

　議案第46号　工事請負契約の締結について
　　　　　　　１．工 事 名　　令和４年度新村橋災害復旧工事
　　　　　　　　　　　　　　　　（橋梁下部工：令和２年災過年）
　　　　　　　２．工 事 場 所　　相良村大字柳瀬地内
　　　　　　　３．契　約　額　　１億２３０万円
　　　　　　　４．契約の相手方　　株式会社　技建日本
　　　　　　　５．契約の方法　　指名競争入札

　議案第47号　工事請負契約の締結について
　　　　　　　１．工 事 名　　令和４年度村道野原椎葉線災害復旧工事２
　　　　　　　　　　　　　　　　（令和２年災過年）
　　　　　　　２．工 事 場 所　　相良村大字四浦地内
　　　　　　　３．契　約　額　　１億２，５４０万円
　　　　　　　４．契約の相手方　　有限会社　田中土建
　　　　　　　５．契約の方法　　指名競争入札

各議員の審議結果
件　　　　　　　名 川

邊
坂
田
永
田
德
田
中
村
西
本
髙
岡
小
善
市
岡 結果

議案第45号 工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第46号 工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第47号 工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第９回・第10回臨時会第９回・第10回臨時会

令和４年第9回臨時会 ※賛成が○　　反対が●　　欠席は－
※議長は表決に加わらない。

令和４年第10回臨時会 ※賛成が○　　反対が●　　欠席は－
※議長は表決に加わらない。
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令和４年第１１回相良村議会定例会報告令和４年第１１回相良村議会定例会報告

　令和４年第11回相良村議会定例会が、９月９日から16日まで、８日間の会期で開催され、報告４件、令和
３年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定６件、条例の一部改正２件、令和４年度一般会計及び特別
会計の補正予算５件、その他１件が提案され、慎重審議のうえ下記のとおり議決しました。
一般質問には８人が登壇し、村長の考えを質しました。

○報告
　報告第５号　令和３年度相良村一般会計事故繰越し繰越計算書の修正報告について
　報告第６号　令和３年度株式会社さがら経営状況報告について
　報告第７号　健全化判断比率の報告について
　報告第８号　資金不足比率の報告について

○認定議案・・・原案認定
　認定第１号　令和３年度相良村一般会計歳入歳出決算の認定について
　認定第２号　令和３年度相良村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
　認定第３号　令和３年度相良村簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定について
　認定第４号　令和３年度相良村農業集落排水特別会計歳入歳出決算の認定について
　認定第５号　令和３年度相良村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
　認定第６号　令和３年度相良村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

会　　計 収入済額　Ａ 支出済額　Ｂ 歳入歳出差引額
Ｃ（A-B）

翌年度へ繰り越す
べき財源　Ｄ

実質収支　Ｅ
（C-D）

一 　 　 般 56億108万5,126円 53億5,760万953円 2億4,348万4,173円 2億4,087万4,000円 261万173円

国民健康保険 6億6,117万4,744円 6億3,198万2,134円 2,919万2,610円 34万7,000円 2,884万5,610円

簡 易 水 道 1億2,243万3,090円 1億2,042万9,196円 200万3,894円 0円 200万3,894円

農業集落排水 1億7,745万1,410円 1億7,153万6,761円 591万4,649円 332万8,000円 258万6,649円

介 護 保 険 7億3,988万656円 6億8,973万8,136円 5,014万2,520円 0円 5,014万2,520円

後期高齢者医療 6,551万422円 6,489万4,442円 61万5,980円 0円 61万5,980円

合 　 　 計 73億6,753万5,448円 70億3,618万1,622円 3億3,135万3,826円 2億4,454万9,000円 8,680万4,826円

○条例議案・・・原案可決
　議案第48号　 相良村議会議員及び相良村長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正

する条例の制定について
　議案第49号　相良村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

第11回定例会第11回定例会
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災害復旧事業に伴う一般会計補正予算等を可決災害復旧事業に伴う一般会計補正予算等を可決

○一般会計補正予算・・・原案可決
議案第50号　令和４年度相良村一般会計補正予算（第６号）
　歳入歳出それぞれに1億8,529万円を追加し、総額52億9,761万3千円とする補正で、採決の結果、全員賛成で
可決しました。補正の主なものは下記のとおりです。

歳入

款 補正前の額 補正額 計 説明

地 方 特 例 交 付 金 110万円 55万円 165万円 地方特例交付金

地 方 交 付 税 16億9,537万3千円 1億7,243万8千円 18億6,781万1千円 普通交付税

分担金及び負担金 945万6千円 △85万円 860万6千円 農地等災害復旧事業分担金

国 庫 支 出 金 14億7,912万円 7,531万2千円 15億5,443万2千円 河川等災害復旧関連事業等

県 支 出 金 3億5,328万9千円 1,450万円 3億6,778万9千円 令和2年豪雨被災者等支援交付金等

財 産 収 入 488万5千円 2,409万3千円 2,897万8千円 林産物売払い等

繰 入 金 5億4,681万3千円 △9,620万3千円 4億5,061万円 財政調整基金繰入金等

繰 越 金 3,000万円 △2,739万円 261万円 繰越金

諸 収 入 3,253万円 120万1千円 3,373万1千円 森林組合事業返戻金等

村 債 3億5,050万円 2,163万9千円 3億7,213万9千円 新村橋災害関連事業等

歳 入 合 計 51億1,232万3千円 1億8,529万円 52億9,761万3千円

歳出

款 補正前の額 補正額 計 説明

総 務 費 10億2,157万7千円 2,221万7千円 10億4,379万4千円 すまいの安全確保支援事業補助金等

民 生 費 9億182万円 640万6千円 9億822万6千円 国庫支出金返還金等

衛 生 費 2億8,058万3千円 39万1千円 2億8,097万4千円 県外定期予防接種償還払等

農 業 水 産 業 費 4億7,161万5千円 1,254万2千円 4億8,415万7千円 川辺、柳瀬構造改善センター改修工事等

商 工 費 7,793万2千円 55万7千円 7,848万9千円 新型コロナウイルス感染症対策用消耗品等

土 木 費 4億4,827万円 1億831万8千円 5億5,658万8千円 河川等災害復旧関連事業工事費等

消 防 費 3億847万7千円 1,055万円 3億1,902万7千円 消防詰所整備補助金等

教 育 費 2億5,141万9千円 2,366万7千円 2億7,508万6千円 電子黒板購入費等

災 害 復 旧 費 9億3,991万6千円 64万2千円 9億4,055万8千円 新村橋災害復旧調査業務委託等

歳 出 合 計 51億1,232万3千円 1億8,529万円 52億9,761万3千円

※補正のあったものだけを掲載しているため、歳入歳出と合計の数字は一致しません。

第11回定例会第11回定例会
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○特別会計補正予算・・・・原案可決
　議案第51号　令和４年度相良村国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
　議案第52号　令和４年度相良村簡易水道特別会計補正予算（第２号）
　議案第53号　令和４年度相良村農業集落排水特別会計補正予算（第２号）
　議案第54号　令和４年度相良村介護保険特別会計補正予算（第１号）

○その他の議案・・・原案可決
　議案第55号　川辺川地区水利施設管理強化事業に関する事務の委託について

○議員発議・・・原案可決
　発議第４号　相良村政治倫理条例の一部を改正する条例の制定について
　
○議員発議・・・原案否決
　発議第５号　相良村住民投票条例の制定について
　発議第６号　相良村長の不信任決議案
　発議第７号　相良村議会議長の不信任決議案

各議員の審議結果
件　　　　　　　名

川　

邊

坂　

田

永　

田

德　

田

中　

村

西　

本

髙　

岡

小　

善

市　

岡

黒　

木
結果

認定第１号 令和３年度相良村一般会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定第２号 令和３年度相良村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定第３号 令和３年度相良村簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定第４号 令和３年度相良村農業集落排水特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定第５号 令和３年度相良村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定第６号 令和３年度相良村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議案第48号 相良村議会議員及び相良村長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第49号 相良村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第50号 令和４年度相良村一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第51号 令和４年度相良村国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第52号 令和４年度相良村簡易水道特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第53号 令和４年度相良村農業集落排水特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第54号 令和４年度相良村介護保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第55号 川辺川地区水利施設管理強化事業に関する事務の委託について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

発議第４号 相良村政治倫理条例の一部を改正する条例の制定について ○ ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ 可決

発議第５号 相良村住民投票条例の制定について ● ○ ● ○ ● ○ ● ● ● 否決

発議第６号 相良村長の不信任決議案 ● ○ ● ○ ● ○ ● ● ● ● 否決

発議第７号 相良村議会議長の不信任決議案 ● ○ ● ○ ● ○ ● ● 否決

※発議第６号は特別多数議決のため議長も表決に加わる。
※発議第７号は議長が除斥のため副議長が議長の職務を行った。

第11回定例会第11回定例会

令和４年第１１回定例会 ※賛成が○　　反対が●　　欠席は－
※議長は表決に加わらない。
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令和4年第12回相良村議会臨時会報告令和4年第12回相良村議会臨時会報告
台風１４号災害復旧費等を可決台風１４号災害復旧費等を可決

　令和４年第12回相良村議会臨時会が10月14日に招集され、工事請負契約の変更についての５件が提案され
ました。慎重審議の結果、下記のとおり議決しました。

○承認案・・・原案承認
　承認第８号　専決第８号　令和４年度相良村一般会計補正予算（第７号）
　　　　　　　（台風14号災害復旧に伴う増額補正　1億4,750万円）
　承認第９号　専決第９号　令和４年度相良村農業集落排水特別会計補正予算（第３号）
　　　　　　　（台風14号災害復旧に伴う増額補正　484万円）

○条例議案・・・原案可決
　議案第56号　相良村長の給料の減額に関する条例の制定について

○補正予算・・・原案可決
　議案第57号　令和４年度相良村一般会計補正予算（第８号）
　歳入歳出それぞれに8,263万6千円を追加し、総額55億2,774万9千円とする補正で、採決の結果、全員賛成で
可決しました。
　電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支給給付金事業費2,762万5千円、新型コロナワクチン接種委託経費1,057
万円、エネルギー・食料品価格等の物価高騰に伴う生活者支援としての商品券交付事業費4,271万2千円が増
額補正されました。
　
　議案第58号　令和４年度相良村簡易水道特別会計補正予算（第３号）
　　　　　　　（簡易水道施設修繕料の増額補正　275万3千円 ）

各議員の審議結果
件　　　　　　　名

川　

邊

坂　

田

永　

田

德　

田

中　

村

西　

本

髙　

岡

小　

善

市　

岡
結果

承認第８号 専決第８号令和４年度相良村一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

承認第９号 専決第９号令和４年度相良村農業集落排水特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第56号 相良村長の給料の減額に関する条例の制定について ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ 可決

議案第57号 令和４年度相良村一般会計補正予算（第８号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第58号 令和４年度相良村簡易水道特別会計補正予算（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第12回臨時会第12回臨時会

令和４年第12回臨時会 ※賛成が○　　反対が●　　欠席は－
※議長は表決に加わらない。

相良村議会　12月定例会のお知らせ
12月定例会は、12月上旬の開催予定です。

インターネット録画映像（翌々日から見られます）
　相良村議会では、インターネット上において、議会ライブ中継と映像の録画配信を実施しています。
　本会議日の（※）翌々日17時より休憩分のみをカットしたものを録画配信いたします。
　併せて、平成23年以降の定例会並びに臨時会の記録もご覧いただけますので、ぜひ、そちらもご利用下さい。
（※本会議日が金曜日の場合は、翌営業日の17時となります。）

相良村ホームページ　https://www.vill.sagara.lg.jp/　からお入り下さい。
相良村公式ウェブサイト　>　くらしと行政　＞　議会中継システム

詳細につきましては、議会事務局までお尋ね下さい。（直通３５－１０３８）



2022.11.10 第53号 8

一 般 質 問

ここがここが
聞きたい

一般質問

一般質問一般質問とはとは
議員が村の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、所信の表明議員が村の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、所信の表明
を求めるものである。を求めるものである。
８名の議員が登壇した。８名の議員が登壇した。

●市岡　智惠 議員 ………………………………………………………………………………… 9ページ
☆村内小中学校のいじめについて
☆不登校について
☆体育事業の見直しについて
☆地域支え合いセンターの活動について

●德田　正臣 議員
　村民の声から
　「人財」育成について
※本人からの原稿提出がなかったため掲載していません。

●坂田　朋美 議員 …………………………………………………………………………………10ページ
☆新型コロナウイルス感染症対策について
☆規格外野菜について
☆企業版ふるさと納税について

●川邊　一徳 議員 …………………………………………………………………………………11ページ
☆社会体育について
☆小中学校におけるタブレットの活用について

●小善　満子 議員 ……………………………………………………………………………… 12ページ
☆弓道場を図書館として利用できないか
☆子供の居場所作りについて
☆国道４４５号について

●西本巳喜男 議員 …………………………………………………………………………………13ページ
☆有害獣対策について

●永田　博人 議員 …………………………………………………………………………………14ページ
☆今後の相良村の振興について
☆ゴミの収集について

●中村　重道 議員 …………………………………………………………………………………15ページ
☆高原のふるさと農道について

☆の質問を掲載しています。
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一 般 質 問

い
じ
め
の
問
題
が
社
会
化
し

て
い
る
中
、
い
じ
め
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

村
内
の
小
中
学
校
の
い
じ
め

に
つ
い
て
は
、
深
刻
で
早
急
な
対
応
が
必

要
な
場
合
は
、
即
時
に
学
校
と
協
議
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
年
度
、
そ
の

よ
う
な
案
件
は
な
い
。
毎
月
初
め
に
各
学

校
か
ら
教
育
委
員
会
に
い
じ
め
認
知
件
数

の
報
告
が
あ
り
、
今
年
4
月
か
ら
9
月
ま

で
の
い
じ
め
件
数
は
、
中
学
校
1
件
、
小

学
校
は
北
小
、
南
小
と
も
0
件
。
中
学
校

の
1
件
に
つ
い
て
は
、
5
月
に
新
規
で
確

認
さ
れ
、
9
月
現
在
、
こ
の
1
件
は
解
消

し
た
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

村
内
に
お
け
る
、
各
小
中
学

校
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
の
結
果
に
基

づ
く
、
今
後
の
学
校
及
び
教
育
委
員
会
と

し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

学
校
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
、
い
じ
め
が
あ
る
と
確
認
さ
れ
た
場
合
、

担
任
が
児
童
生
徒
に
詳
し
く
聞
き
取
り
を

行
い
、
生
徒
指
導
へ
報
告
。
重
大
な
場
合
、

学
校
で
校
長
、
教
頭
、
教
務
、
担
任
、
低

学
年
、
中
学
年
、
高
学
年
の
代
表
1
名
の

メ
ン
バ
ー
で
、
い
じ
め
不
登
校
対
策
委
員

会
を
開
催
し
、
い
じ
め
の
早
期
解
決
策
を

協
議
。
必
要
に
応
じ
て
、
保
護
者
、
教
育

委
員
会
に
連
絡
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

い
じ
め
は
早
期
発
見
及
び
早
期
対
応
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
。
現
在
の
取
り
組
み

を
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

不
登
校
に
つ
い
て
、
村
内
に

お
け
る
現
状
は
。

い
じ
め
と
同
様
に
、
毎
月
初

め
に
各
学
校
か
ら
教
育
委
員
会
に
長
期
欠

席
の
児
童
生
徒
の
報
告
が
あ
る
。
9
月
現

在
で
中
学
校
3
名
、
南
小
学
校
2
名
の
5

名
の
報
告
が
あ
り
、
北
小
学
校
は
不
登
校

の
児
童
は
い
な
い
。

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

自
宅
を
訪
問
し
児
童
生
徒
と

保
護
者
と
の
面
談
を
行
っ
て
い
る
。
不
登

校
の
理
由
は
様
々
で
あ
る
が
、
そ
の
事
案

に
合
っ
た
専
門
家
と
連
携
し
不
登
校
の
解

消
に
努
め
て
い
る
の
で
、
今
後
も
現
在
の

取
り
組
み
を
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
年
度
も
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
、
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
大
会
、
村
民
体
育
祭
等
の
行
事

が
中
止
と
な
っ
て
い
る
が
、
村
の
年
間
事

業
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

開
催
の
た
め
の
準
備
を
進
め

て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
体
育
協
会
主
催
事
業
に
つ
い
て
、
事

業
を
す
べ
て
中
止
し
て
い
る
の
で
、
行
政

区
の
参
加
は
な
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
社
会
生
活

も
変
化
し
つ
つ
あ
る
中
、
根
本
的
に
事
業

計
画
の
見
直
し
を
す
る
時
期
に
来
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

行
事
は
見
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
今
回
の
産
業
文
化
祭
も
中
止

と
な
り
、
茶
湯
里
の
ほ
う
で
短
時
間
で
あ

る
が
発
表
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
手
配
も

し
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
行
事
に
つ
い
て
も
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聞
い
て
、
や
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

相
良
村
地
域
支
え
合
い
セ
ン

タ
ー
の
支
援
状
況
は
。地

域
支
え
合
い
セ
ン

タ
ー
は
社
協
に
委
託
し
て
い
る
。
現
在
は

生
活
相
談
員
1
名
と
社
協
職
員
が
業
務
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
令
和
2
年
7
月
豪
雨

災
害
で
被
災
さ
れ
た
世
帯
で
義
援
金
の
対

象
と
な
っ
た
世
帯
は
２
０
７
世
帯
あ
り
、

そ
の
う
ち
１
９
４
世
帯
が
現
在
再
建
さ
れ

て
お
り
、
令
和
4
年
8
月
末
現
在
93
・
7

パ
ー
セ
ン
ト
の
世
帯
が
再
建
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
の
支
援
等
が

必
要
な
世
帯
に
お
い
て
は
13
世
帯
、
順
次

見
守
り
や
訪
問
、
関
係
機
関
に
繋
げ
、
生

活
支
援
の
再
建
は
お
手
伝
い
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

い
ま
だ
再
建
が
で
き
て
い
な

い
被
災
者
の
支
援
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

年
内
の
再
建
が
8
世
帯

は
完
了
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
5
世
帯
ほ

ど
残
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
支
援
を
行
っ

て
い
く
。対

応
は
早
急
に
で
き
る
と
思
う
。

他
市
町
村
よ
り
早
め
に
支
え
合
い
セ
ン

タ
ー
は
終
了
す
る
と
思
っ
て
い
る
。

市岡　智惠 議員

体
育
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て
。

行
事
は
見
直
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
の
活

動
に
つ
い
て
。

他
市
町
村
よ
り
早
め
に
終
了
す
る

と
思
っ
て
い
る
。

村
内
中
学
校
の
い
じ
め
に
つ

い
て
。

早
期
発
見
対
応
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
る
。

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

村
長

村
長
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村
内
で
も
先
月
の
1
日
の
新

規
感
染
者
が
20
数
名
に
な
る
曜
日
も
あ
っ

た
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
特
徴
と
し
て
感
染

力
が
大
変
強
く
、
4
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
後
に
感
染
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
重
症

化
を
防
ぐ
対
策
と
し
て
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
な
る
。
新
学
期
を
迎
え
学
校
で
の
新
規

感
染
・
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

9
月
14
日
現
在
で
村
の

感
染
者
は
６
２
７
名
、
う
ち
小
学
生
が
55

名
、
中
学
生
が
27
名
、
接
種
率
は
5
〜
11

歳
で
2
回
目
接
種
済
み
が
31
％
、
12
〜
17

歳
で
3
回
目
接
種
済
み
が
51
％
。

学
校
に
お
い
て
も
換
気
に
気

を
配
っ
て
、
適
宜
に
マ
ス
ク
着
用
も
指
導

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
や
は

り
両
親
の
理
解
を
得
た
上
で
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

村
民
の
皆
さ
ん
も
極
力
、
人
と
の
接
触
機

会
を
減
ら
す
よ
う
に
努
力
さ
れ
て
、
買
い

物
も
来
店
数
を
減
ら
し
た
り
、
通
院
時
間

も
混
ま
な
い
時
間
に
行
か
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
誰
が
感
染
し
て
も
お
か
し
く
な
い

状
況
な
の
で
、
例
え
ば
大
字
単
位
で
と
か

介
護
施
設
と
か
、
よ
り
具
体
的
な
告
知
は

出
来
な
い
か
？
伺
い
た
い
。

細
か
い
情
報
提
供
す
る

に
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
や
人
権
等
に

も
配
慮
し
、
慎
重
に
対
応
し
た
い
。

村
内
を
回
っ
て
い
る
と
色
ん

な
野
菜
を
栽
培
さ
れ
て
、
こ
の
時
期
は
収

穫
作
業
を
多
く
目
に
し
ま
す
。
規
格
サ
イ

ズ
外
と
思
わ
れ
る
野
菜
が
そ
の
ま
ま
畑
に

残
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
近
所
の

方
か
ら
も
、
廃
棄
す
る
の
で
あ
れ
ば
購
入

し
た
い
と
言
わ
れ
た
り
も
し
ま
す
。
必
要

経
費
を
回
収
す
る
方
策
と
し
て
、
訳
あ
り

商
品
と
し
て
販
売
出
来
な
い
か
？

野
菜
の
種
類
や
量
に
よ

り
、取
り
扱
い
も
変
わ
る
。主
販
路
と
し
て
、

直
売
所
、
道
の
駅
、
小
売
店
、
飲
食
店
と

の
直
接
取
引
、
無
人
販
売
所
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
通
販
が
あ
り
ま
す
。
個
人

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
す
る
の
が
難
し

い
場
合
は
、
生
産
者
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

活
用
も
で
き
る
。
飲
食
店
と
直
接
取
引
す

る
場
合
は
、
あ
る
程
度
の
量
の
確
保
と
安

定
し
た
供
給
が
必
要
に
な
る
。
安
価
に
販

売
す
る
こ
と
で
規
格
品
の
価
格
に
影
響
を

与
え
る
恐
れ
も
あ
る
の
で
、
売
り
込
み
先

や
価
格
を
慎
重
に
設
定
す
る
よ
う
に
す
る
。

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
野
菜
の
種
類
を

把
握
し
て
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

必
要
な
経
費
を
考
え
た
ら
、

地
産
地
消
ス
タ
イ
ル
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

野
菜
の
陳
列
場
所
や
来
客
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス

も
考
え
る
と
開
設
場
所
も
限
定
さ
れ
る
。
柳

瀬
石
倉
跡
地
付
近
は
利
用
で
き
な
い
か
？

石
倉
跡
地
も
含
め
て
、

村
内
で
施
設
の
整
備
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

加
工
用
で
あ
れ
ば
茶
湯
里
の
加
工
施
設
の

利
用
も
考
え
て
み
て
は
？
加
工
用
品
と
し

て
は
カ
ッ
ト
野
菜
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、
野

菜
ジ
ュ
ー
ス
、
漬
物
等
が
あ
り
ま
す
。

今
年
も
サ
ガ
ラ
ッ
パ
祭
り
も

産
業
文
化
祭
も
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に
な
り
、

寂
し
い
気
持
ち
で
す
。
ス
ポ
ッ
ト
で
も
良

い
の
で
軽
ト
ラ
市
の
イ
メ
ー
ジ
で
行
っ
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

令
和
2
年
度
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
の
状
況
と
新
規
事
業
計
画
は
？

令
和
2
年
に
相
良
村
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
事
業
の
認
定
を

受
け
て
、
応
募
い
た
だ
い
て
い
る
。
令
和

2
・
3
年
度
の
寄
附
は
無
か
っ
た
が
今
年

に
入
り
2
事
業
所
か
ら
合
計
80
万
円
の
寄

附
を
頂
い
た
。他

に
新
規
事
業
計
画
は
あ
り

ま
す
か
？

こ
の
創
生
推
進
事
業
の
メ
イ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
川
辺
川
魅
力
創

造
事
業
を
し
っ
か
り
や
り
、
そ
の
状
況
を

踏
ま
え
て
、
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

を
考
え
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

寄
附
を
集
め
る
に
あ
た
り
、

選
択
肢
が
多
い
方
が
よ
り
多
く
の
賛
同
が

得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
具
体
例
を
挙
げ

る
と
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
や
企
業
の
社
会

的
責
任
活
動
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
の
一
環
と
し
て

の
寄
附
が
大
変
増
加
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く
の
ア
イ
デ
ア
と
知

恵
を
出
し
て
、
よ
り
魅
力
的
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
発
案
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

坂田　朋美 議員

坂
田
議
員

坂
田
議
員

坂
田
議
員

坂
田
議
員

坂
田
議
員

坂
田
議
員

坂
田
議
員

坂
田
議
員

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
に
つ
い
て

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
や
人

権
等
に
も
配
慮
し
、
慎
重
に
対

応
し
た
い
。

柳
瀬
石
倉
跡
地
付
近
は
利
用
で

き
な
い
か
？

石
倉
跡
地
も
含
め
て
、
村
内
で

施
設
の
整
備
計
画
は
な
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
と
新
規

事
業
計
画
は
？

川
辺
川
魅
力
創
造
事
業
を

し
っ
か
り
や
り
、
新
た
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
考
え
て
い

き
た
い
。
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行
政
と
し
て
支
援
し
て
い
る

事
は
。

施
設
使
用
料
の
減
免
。
ま
た
、

体
育
協
会
か
ら
は
各
ク
ラ
ブ
の
活
動
実
績

に
応
じ
て
助
成
金
を
出
し
て
い
る
。

児
童
に
と
っ
て
適
切
な
ス

ポ
ー
ツ
環
境
を
確
保
し
、
地
域
経
済
力
の

向
上
や
地
域
の
活
性
化
も
期
待
で
き
る
こ

と
か
ら
、
社
会
体
育
に
移
行
し
様
々
な
期

待
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
課
題
が
出
て
い

る
の
か
。
協
議
さ
れ
て
い
る
の
か
。

一
番
の
課
題
は
、
事
故
発
生

時
に
誰
が
責
任
を
と
る
の
か
、
ま
た
指
導

員
の
確
保
が
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。
近

年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
会
議
を
開
催
し
て

い
な
い
が
、
今
後
は
定
期
的
な
協
議
、
会

議
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

中
学
校
部
活
動
の
社
会
体
育

移
行
に
つ
い
て
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
進
め
方
は
。令

和
5
年
度
に
社
会
体
育
移

行
に
向
け
た
検
討
委
員
会
を
組
織
し
、
各

種
問
題
を
検
討
し
令
和
7
年
度
末
ま
で
に

社
会
体
育
に
移
行
す
る
予
定
。

検
討
委
員
会
の
委
員
は
ど
の

様
な
方
を
想
定
し
て
い
る
の
か
、
ま
だ
指

導
員
不
足
に
よ
り
ク
ラ
ブ
活
動
が
で
き
な

い
な
ど
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
指
導
員
育

成
や
近
隣
市
町
村
と
の
連
携
、
球
磨
人
吉

全
体
で
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
で
は
。

検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

は
、
学
校
、
村
体
育
協
会
、
少
年
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
、
保
護
者
等
、
特
に
令
和
5
年

度
以
降
の
移
行
期
間
に
我
が
子
が
中
学
生

と
な
る
保
護
者
の
方
々
に
入
っ
て
い
た
だ

き
率
直
な
意
見
を
伺
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
指
導
者
や
練
習
会
場
の
確
保
、

会
費
、
事
故
が
起
き
た
場
合
の
保
険
、
大

会
の
引
率
な
ど
、
様
々
な
問
題
が
想
定
さ

れ
る
の
で
、
必
要
に
応
じ
近
隣
市
町
村
と

の
連
携
や
先
進
地
研
修
を
行
い
、
今
後
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

部
活
動
の
移
行
後
、
窓
口
に

な
る
組
織
は
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
。

新
た
な
組
織
で
小
型
バ
ス
を
持
つ
も
の
1

つ
の
手
段
で
は
。
指
導
員
の
育
成
に
つ
い

て
も
、
資
格
取
得
費
用
や
日
当
等
も
考
え

な
く
て
は
な
ら
ず
、
組
織
を
つ
く
り
補
助

金
等
を
流
す
形
で
運
営
し
て
い
く
と
い
う

の
は
ど
う
か
。移

行
後
は
、
教
育
委
員
会
が

各
種
団
体
の
窓
口
と
な
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
移
動
手
段
、
指
導
員
の
問
題
、
い

ろ
ん
な
問
題
が
出
て
く
る
と
思
う
。
今
後

検
討
委
員
会
で
検
討
し
ス
ム
ー
ズ
な
移
行

が
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

ネ
ッ
ト
環
境
の
有
無
で
生

徒
に
差
が
生
ま
れ
て
お
り
、
平
等
な
環
境

に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
全
世
帯

に
村
内
放
送
の
端
末
が
設
置
し
て
あ
る
の

で
、
そ
れ
を
利
用
し
ネ
ッ
ト
を
流
し
て
頂

け
れ
ば
、
中
学
生
が
（
１
０
５
名
）
半
額

補
助
で
月
に
23
万
７
、０
３
８
円
、
全
額
で

47
万
４
、０
７
５
円
の
村
の
負
担
に
な
る

が
、
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン

等
が
、
社
会
に
出
れ
ば
必
要
不
可
欠
な
も

の
で
あ
り
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て

検
討
さ
れ
て
は
。助

成
に
つ
い
て
は
、
一
定
の

基
準
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
、
近

隣
の
市
町
村
の
状
況
も
調
査
し
、
検
討
し

て
い
く
。

川邊　一徳 議員

川
邊
議
員

川
邊
議
員

川
邊
議
員

川
邊
議
員

川
邊
議
員

川
邊
議
員

教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

社
会
体
育
の
現
状
に
つ
い
て
。

相
良
南
小
学
校
に
は
5
つ
の

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、

１
０
８
名
の
児
童
が
加
入
し

て
い
る
。
ま
た
、
相
良
北
小

学
校
は
1
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
が
あ
り
13
名
が
加
入
し
、

週
に
1
回
程
度
ス
ポ
ー
ツ
を

行
っ
て
い
る
。

小
中
学
生
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
使
用
状
況
、
及
び
ネ
ッ
ト
環

境
の
な
い
生
徒
へ
の
対
応
に

つ
い
て
。

授
業
で
使
用
し
て
い
る
。ま
た
、

持
ち
帰
り
利
用
す
る
場
合
は
夏

休
み
か
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し

た
場
合
で
、
ド
リ
ル
学
習
、
タ

イ
ピ
ン
グ
の
練
習
で
活
用
し
て

い
る
。
ネ
ッ
ト
環
境
の
無
い
生

徒
へ
の
対
応
は
、
ネ
ッ
ト
環
境

を
利
用
し
な
い
教
材
を
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

学
習
し
て
い
る
。

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ
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昨
年
の
９
月
定
例
議
会
で
、

弓
道
場
を
図
書
館
と
し
て
使
用
で
き
な
い

か
と
質
問
し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
１
年
経
過
し
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
で

検
討
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
を
お
尋
ね
し

ま
す
。

こ
の
質
問
の
弓
道
場
を
図
書
館
に

利
用
で
き
れ
ば
と
い
う
話
を
し
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
弓
道
場
の
方
に
行
っ
て
確
認

し
ま
し
た
ら
支
援
物
資
が
そ
の
ま
ま
保
管

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
支
援
物
資
に
つ

い
て
は
、
保
管
す
る
場
所
も
な
い
し
、
ま

た
い
つ
災
害
が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
、

今
の
と
こ
ろ
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
ほ

う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

考
え
て
お
り
ま
す
。
図
書
館
に
つ
い
て
は

後
の
方
で
お
答
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

災
害
物
資
に
つ
い
て
は
、
災

害
か
ら
２
年
過
ぎ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
時

に
も
ら
っ
た
災
害
物
資
は
不
必
要
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
以
降
各
地
で
相

当
災
害
が
起
き
て
い
ま
す
。
そ
ち
ら
の
方

に
関
係
者
と
連
絡
を
取
っ
て
送
っ
た
ら
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
送
り
返
す
の
は
ご

無
礼
と
い
う
の
じ
ゃ
な
く
て
、
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
送
り
返
す
方
法
を
検
討
さ

れ
た
ら
ど
う
か
な
思
い
ま
す
。

他
の
自
治
体
で
被
災
が
あ
っ

た
場
合
に
、
一
応
支
援
物
資
と
し
て
送
る

と
い
う
考
え
が
ご
ざ
い
ま
す
。
被
災
さ
れ

た
と
こ
ろ
も
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
物
が
来

る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
こ
は
支
援
先
と
一
応
話
を
し
な
が
ら
、

必
要
な
も
の
は
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

い
う
こ
と
で
考
え
て
は
お
り
ま
す
。

考
え
る
ば
か
り
で
は
駄
目
で

す
の
で
、
実
行
に
移
す
よ
う
に
し
て
い
た

だ
い
て
、
何
ら
か
の
形
で
支
援
物
資
が
無

く
な
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
総
合
体
育
館
の
図
書
に
つ
い
て
の
質

問
で
す
。
図
書
の
貸
出
し
は
行
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。総合

体
育
館
の
２
階
の
図
書

コ
ー
ナ
ー
の
貸
出
し
は
行
っ
て
お
り
ま
す
。

１
年
間
で
ど
れ
く
ら
い
の
人

が
利
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
利
用
さ
れ
た
件

数
、
貸
出
し
件
数
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
。

利
用
者
は
2
人
、
貸
出
し
冊

数
は
2
冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
合
体
育
館
内
に
図
書
コ
ー

ナ
ー
が
あ
る
こ
と
も
知
ら
な
い
人
が
多
い

と
思
い
ま
す
し
、
ま
し
て
図
書
の
貸
出
し

を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
知
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
相
良
村
に
図
書
館
ら
し
い
施
設
が

な
い
こ
と
は
住
民
に
と
っ
て
不
幸
な
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
小
中
学
校
に
は

立
派
な
図
書
室
が
あ
り
ま
す
。
図
書
室
に

つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
の
方
は
利
用
で
き

る
よ
う
で
す
が
時
間
が
限
ら
れ
て
い
ま
し

て
、
図
書
司
書
さ
ん
が
居
ら
れ
る
時
、
学

校
が
開
い
て
い
る
時
に
限
り
利
用
で
き
る

よ
う
で
す
。
相
良
村
に
お
い
て
も
弓
道
場
、

又
は
ふ
る
さ
と
館
を
活
用
し
て
、
子
供
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
利
用
で
き
る
よ
う
な
従

来
の
型
に
は
ま
ら
な
い
、
自
由
な
発
想
の

図
書
館
。
例
え
ば
子
供
の
遊
び
場
で
あ
っ

た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
ス
ペ
ー
ス
が
あ
っ
た

り
、
欲
を
い
え
ば
飲
食
コ
ー
ナ
ー
も
設
置

さ
れ
る
よ
う
な
図
書
館
が
で
き
た
ら
、
楽

し
い
相
良
村
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
お
り
ま
す
が
村
長
の
お
考
え
は
。

今
言
わ
れ
ま
し
た
小
学
校
、
中
学

校
は
一
般
に
も
図
書
を
解
放
出
来
る
と
い

う
話
も
あ
り
ま
し
た
と
お
り
、
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
南
小

学
校
の
図
書
館
が
2
階
の
真
ん
中
に
あ
り

ま
す
。
今
回
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
長

寿
命
化
計
画
を
立
て
て
お
り
ま
し
て
、
あ

き
教
室
を
利
用
し
て
1
階
の
西
側
に
な
り

ま
す
が
、
図
書
室
に
し
た
ら
と
考
え
て
い

ま
す
。
4
時
か
ら
は
一
般
開
放
す
る
よ
う

に
し
て
、
図
書
司
書
は
別
に
選
ば
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
土
日
は
開
放
し
て
普
段

は
学
校
の
児
童
が
使
う
と
い
う
こ
と
で
検

討
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

弓
道
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
危
険
傾
斜
地

に
な
っ
て
お
り
、
改
造
も
で
き
な
い
状
況

で
す
。
子
供
の
遊
び
場
と
食
事
す
る
と
こ

ろ
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
て
、
茶
湯
里
の

ふ
る
さ
と
館
は
現
在
、
教
育
委
員
会
が
管

理
し
て
い
ま
す
が
、
産
業
振
興
課
の
方
で

1
階
を
森
林
環
境
税
を
使
っ
て
子
供
の
遊

び
場
を
作
れ
ば
と
今
、
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
が
で
き
れ
ば
、
食
事
は
茶
湯
里

で
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
子
供
の
居
場
所

を
含
め
て
、
今
後
い
ろ
ん
な
パ
タ
ー
ン
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
変
前
向
き
な
答
弁
を
い
た

だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

将
来
を
担
う
子
供
た
ち
を
い
い
環
境
で
育

て
て
や
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

国
道
４
４
５
号
に
つ
い
て
、

先
だ
っ
て
、
小
学
校
周
辺
の
国
道
に
つ
い

て
白
線
が
消
え
て
い
る
箇
所
を
整
備
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
セ
ン
タ
ー
ラ

イ
ン
の
黄
色
い
線
で
す
が
、
薄
く
な
っ
た

り
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

関
係
さ
れ
る
県
球
磨
地
域
振
興
局
に
要
望

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

国
道
４
４
５
号
の
質
問
の
区

間
に
お
き
ま
し
て
は
、
県
球
磨
地
域
振
興

局
、
土
木
部
に
お
き
ま
し
て
整
備
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
中
央
線
に
つ
き
ま

し
て
は
、
停
止
線
、
横
断
歩
道
同
様
、
黄

色
の
規
制
線
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
警
察
の

立
ち
会
い
及
び
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
し

て
、
日
数
を
要
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

再
度
そ
の
辺
の
指
摘
区
間
に
つ
き
ま
し
て
、

改
め
て
要
望
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

小善　満子 議員

小
善
議
員

小
善
議
員

小
善
議
員

小
善
議
員

小
善
議
員

小
善
議
員

小
善
議
員

弓
道
場
又
は
ふ
る
さ
と
館
を
活

用
し
て
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
利
用
で
き
る
図
書
館
は
で

き
な
い
も
の
か
。

長
寿
命
化
計
画
を
立
て
て
お

り
、
南
小
学
校
１
階
西
側
の

空
き
教
室
を
図
書
室
に
し
た

ら
と
考
え
て
い
る
。

小
学
校
周
辺
の
国
道
の
白
線

に
続
き
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
の

黄
色
線
の
整
備
は
で
き
な
い

も
の
か
。

中
央
線
に
つ
い
て
は
事
前
に

警
察
の
許
可
が
必
要
と
さ
れ

る
の
で
、
指
摘
区
間
に
つ
い

て
、
そ
の
点
も
含
め
て
要
望

し
た
い
と
考
え
て
い
る

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

村
長

村
長

総
務
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

建
設
課
長
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動
物
関
係
で
は
、
ア
ナ
グ
マ
用
の
箱
ワ
ナ

を
18
基
設
置
し
て
い
る
。

箱
ワ
ナ
で
捕
れ
た
実
績
と
い

う
の
は
別
途
に
捉
え
て
あ
る
の
か
。

合
計
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

箱
ワ
ナ
は
農
家
の
人
に
、
特

に
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
が
出
る
と
こ
ろ
に
、

個
人
的
に
相
談
が
あ
れ
ば
対
応
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
す
べ
て
捕
獲

隊
に
貸
し
付
け
て
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
か
。

実
施
隊
の
ほ
う
に
お
任

せ
で
は
な
く
、
被
害
が
あ
っ
た
と
い
う
村

民
さ
ん
か
ら
の
連
絡
を
受
け
た
場
合
に
、

隊
員
に
お
願
い
し
て
、
連
絡
が
あ
っ
た
付

近
に
ワ
ナ
を
仕
掛
け
て
い
た
だ
く
。
く
く

り
ワ
ナ
も
設
置
し
て
い
た
だ
い
て
対
応
し

て
い
る
。

タ
ヌ
キ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
、
ア

ナ
グ
マ
等
へ
の
対
策
は
専
用
の
箱
ワ
ナ
も

作
製
、設
置
し
て
あ
る
の
か
。農
家
の
方
で
、

ア
ナ
グ
マ
み
た
い
な
小
動
物
は
、
箱
ワ
ナ

で
も
貸
し
て
も
ら
え
ば
捕
獲
す
る
の
だ
が
、

と
い
う
話
も
あ
っ
て
い
る
。

村
で
捕
獲
許
可
を
行
っ

て
い
る
鳥
獣
の
種
類
は
、シ
カ
、イ
ノ
シ
シ
、

サ
ル
、
カ
ラ
ス
、
ア
ナ
グ
マ
の
5
種
類
で

あ
る
。
ア
ナ
グ
マ
用
の
箱
ワ
ナ
を
21
基
所

有
し
、
現
在
18
基
設
置
し
て
い
る
。
実
績

は
令
和
3
年
度
で
9
頭
、
今
年
度
8
月
末

現
在
で
11
頭
捕
獲
さ
れ
て
い
る
。

現
実
的
な
話
を
さ
せ
て
も
ら

う
が
、
私
が
川
村
駅
の
近
く
の
水
田
を
夕

方
見
に
行
っ
た
ら
、
イ
ノ
シ
シ
が
駅
前
の

ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
群
１
０
０
ｍ
の
所
か
ら
農

道
を
越
え
て
水
田
に
入
っ
て
行
っ
た
。
10

年
以
上
前
に
地
元
の
人
た
ち
が
駅
前
堤
防

に
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
を
植
え
た
経
緯
が
あ
る
。

そ
の
後
、
な
か
な
か
管
理
が
大
変
で
、
役

場
の
ほ
う
に
も
刈
り
取
り
の
依
頼
の
要
望

が
出
し
て
あ
る
と
の
こ
と
。
通
告
し
て
い

な
い
が
、
ど
な
た
か
答
弁
を
。

こ
れ
は
通
告
外
で
す
が
、
ツ
ク

シ
イ
バ
ラ
に
つ
い
て
は
、
西
村
地
区
の
班

長
さ
ん
か
ら
管
理
が
出
来
な
い
か
ら
、
国

交
省
に
頼
ん
で
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
と

い
う
こ
と
で
、
そ
れ
が
堤
防
敷
地
だ
っ
た

ら
国
交
省
が
処
理
す
る
と
い
う
話
だ
っ
た
。

タ
ヌ
キ
と
か
ハ
ク
ビ
シ
ン
と
か
箱
ワ
ナ
と

言
わ
れ
た
が
、
免
許
を
持
た
な
け
れ
ば
設

置
が
出
来
な
い
。
余
談
だ
が
、
ハ
ク
ビ
シ

ン
は
九
州
に
は
い
な
い
。
四
国
ま
で
で
あ

る
。

こ
れ
だ
け
こ
ん
も
り
し
て
い

る
か
ら
、
あ
そ
こ
は
ね
ぐ
ら
に
な
っ
て
い

る
の
か
な
と
非
常
に
心
配
し
て
い
る
。
6

月
の
答
弁
で
も
村
長
は
対
策
検
討
し
て
い

く
と
言
わ
れ
た
。
具
体
的
な
方
策
と
か
新

た
に
考
え
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
か
。

減
ら
す
方
向
で
頑
張
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
箱
ワ
ナ
を
増
や
し
た
り
、

免
許
を
増
や
す
と
か
く
く
り
ワ
ナ
を
設
置

す
る
と
か
あ
る
。
電
柵
に
つ
い
て
も
補
助

事
業
が
あ
る
。
村
に
相
談
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

一
年
前
の
3
月
定
例
会
の
時

に
も
、
か
な
り
時
間
を
か
け
て
尋
ね
た
経

緯
が
あ
り
、
ま
た
前
回
の
6
月
定
例
会
に

も
他
議
員
の
ほ
う
で
、
実
績
を
含
め
た
と

こ
ろ
で
尋
ね
て
あ
る
。
今
回
は
箱
ワ
ナ
の

設
置
状
況
、
実
績
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

箱
ワ
ナ
の
設
置
状
況

は
、
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル
用
の
大
き

い
箱
ワ
ナ
を
相
良
村
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊

に
30
基
ほ
ど
貸
し
出
し
を
し
て
い
る
。
小

有
害
獣
対
策
に
つ
い
て
、
獣
害

の
影
響
が
ひ
ど
い
が
、対
策
は
。

減
ら
す
方
向
で
頑
張
っ
て
い

る
。
箱
ワ
ナ
を
増
や
し
た
り
、

く
く
り
わ
な
を
設
置
す
る
。

電
柵
の
補
助
も
あ
る
。

ＱＡ

村
長

村
長

西
本
議
員

西
本
議
員

西
本
議
員

西
本
議
員

西
本
議
員

西
本
議
員

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長
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事
が
来
ら
れ
た
復
興
に
つ
い
て
の
説
明
会

で
、
五
木
村
は
50
億
を
頂
い
て
、
い
ろ
い

ろ
な
振
興
策
を
図
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
相

良
村
に
つ
い
て
は
何
も
し
て
頂
い
て
な
い

と
話
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
に
、
今
後

の
相
良
村
の
振
興
に
つ
い
て
は
協
力
し
ま

す
と
の
こ
と
で
し
た
。
飛
行
場
水
路
は
12

㎞
あ
り
ま
す
。
危
険
で
も
あ
り
、
将
来
高

齢
化
し
た
農
家
が
管
理
す
る
の
は
無
理
が

あ
り
ま
す
。
高
原
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
け
ば

来
年
着
工
す
る
。
そ
れ
を
含
め
て
、
農
家

が
水
を
管
理
し
な
く
て
も
い
い
よ
う
、
県

に
計
画
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
に
村
が
協
力

で
き
な
い
か
。

水
害
で
川
辺
川
沿
い
の
水
田
が
被

災
し
、
こ
れ
が
ま
た
い
つ
被
災
す
る
か
わ

か
ら
な
い
。
よ
っ
て
水
稲
以
外
の
作
物
は

作
り
づ
ら
い
と
こ
ろ
も
出
て
き
て
お
り
ま

す
。
た
だ
い
ま
言
わ
れ
ま
し
た
高
原
か
ら

吉
野
尾
、新
並
木
、村
ノ
上
の
台
地
振
興
は
、

振
興
計
画
に
も
載
せ
て
お
り
ま
す
。
高
原

地
区
は
負
担
金
な
し
で
40 

ha
ず
つ
、
あ
と

二
回
に
分
け
て
行
う
と
い
う
こ
と
で
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
。
井
沢
の
、
村
ノ
上
地

区
も
50
ａ
〜
１
ha
の
基
盤
整
備
が
で
き
な

い
か
頼
ん
で
お
り
ま
す
。
相
良
村
は
農
林

業
が
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
。
棚
葉
瀬
揚

水
機
場
掛
も
今
度
の
災
害
で
１
億
１
千
万

か
け
て
ポ
ン
プ
２
台
据
え
ま
し
た
が
、
こ

れ
も
長
く
な
れ
ば
石
を
噛
ん
だ
り
し
ま
す
。

飛
行
場
水
路
も
老
朽
化
し
て
お
り
ま
す
。

ど
こ
か
の
地
点
で
台
地
に
上
げ
る
か
県
に

話
し
て
お
り
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

相
良
村
最
大
の
魅
力
は
川
辺

川
で
す
。
そ
の
魅
力
を
体
感
す
る
複
合
施

設
を
造
る
と
い
う
こ
と
で
、
ア
ユ
の
ヤ
ナ

場
、川
遊
び
、キ
ャ
ン
プ
場
、情
報
発
信
室
、

カ
フ
ェ
や
直
売
所
を
造
る
計
画
で
大
変
喜

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
現
在
の
進
捗
状

況
は
。

住
民
の
方
の
意
向
調
査
で
川

辺
川
を
生
か
し
た
地
域
産
業
の
活
性
化
、

ま
た
、
復
興
計
画
策
定
委
員
会
か
ら
も
ア

ユ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
、
ヤ
ナ
場
の
設
置
の

ご
意
見
が
あ
り
、
交
流
施
設
の
拠
点
整
備

な
ど
を
掲
げ
た
川
辺
川
の
魅
力
創
造
事
業

の
取
り
組
み
を
公
表
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
熊
本
県
と
現
地
確
認
し
た
り
、
周
辺

の
整
備
を
含
め
た
協
議
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

当
村
に
は
茶
湯
里
は
あ
り
ま

す
が
、
ほ
か
に
も
魅
力
あ
る
複
合
施
設
を

造
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
村

長
い
か
が
で
す
か
。

ヤ
ナ
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
川
辺

西
溝
の
取
り
入
れ
口
も
あ
り
、
全
体
的
に

公
園
み
た
い
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ふ
る

さ
と
納
税
な
ど
を
使
っ
て
や
っ
て
い
き
た

い
。
係
の
ほ
う
で
い
ろ
い
ろ
な
案
を
出
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
案
が
出
来
ま
し
た
ら

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
の
ゴ
ミ
袋
は
特
に
お
年
寄

り
の
方
に
は
結
ぶ
の
が
難
し
い
、
名
前
を

書
く
と
こ
ろ
が
上
過
ぎ
て
結
ぶ
と
隠
れ
て

し
ま
う
、
な
ど
と
聞
き
ま
す
。
今
後
検
討

す
る
機
会
は
な
い
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

４
月
の
区
長
会
で
も
見

直
し
を
計
画
し
て
い
る
と
説
明
し
ま
し
た
。

ご
み
の
収
集
業
者
か
ら
も
き
ち
ん
と
結
ん

で
な
い
と
散
乱
す
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す

し
、
レ
ジ
袋
式
に
変
更
し
て
行
こ
う
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
名
前
も
き
ち
ん
と
書
け

る
と
こ
ろ
に
変
更
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

私
は
こ
の
一
年
間
、
川
辺
川

土
地
改
良
事
業
の
問
題
に
つ
い
て
質
問
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
ま
ず
は
高
原
台
地

と
飛
行
場
水
路
掛
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

産
振
課
長
に
お
尋
ね
し
ま
す
。

高
原
台
地
の
基
盤
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
本
年
度
、
仮
同
意
を
取

り
採
択
申
請
す
る
よ
う
進
め
て
お
り
ま
す
。

飛
行
場
水
路
掛
の
石
綿
管
に
つ
き
ま
し
て

は
測
量
設
計
を
実
施
し
、
今
年
度
は
地
元

説
明
会
等
を
通
じ
て
問
題
点
の
洗
い
出
し

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
、
総
合
体
育
館
に
蒲
島
知

優
良
農
地
で
あ
る
高
原
台
地
か

ら
飛
行
場
水
路
及
び
棚
葉
瀬
揚

水
機
場
掛
の
水
田
等
の
区
画
整

理
、
用
水
路
に
つ
い
て
。

相
良
村
の
主
要
農
地
と
い
う

こ
と
で
担
い
手
育
成
も
含
め

て
整
備
し
て
い
き
た
い
。

廻
に
計
画
し
て
い
る
観
光
施
設

と
し
て
の
ヤ
ナ
場
に
つ
い
て
。

今
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を

出
し
て
お
り
ま
す
が
、
推
進

す
る
方
向
で
頑
張
っ
て
行
き

た
い
。

ゴ
ミ
袋
見
直
し
に
つ
い
て
。

い
ろ
ん
な
資
料
を
も
と
に
検

討
し
て
お
り
、
レ
ジ
袋
式
に
す

る
方
向
で
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

村
長

村
長

総
務
課
長

保
健
福
祉
課
長

永
田
議
員

永
田
議
員

永
田
議
員

永
田
議
員

永
田
議
員

産
業
振
興
課
長
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一 般 質 問

中村　重道 議員

修
繕
等
は
村
道
同
様
の
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
農
道
の
除
草
等
に

つ
い
て
は
隣
接
す
る
大
部
分
が
農
地
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
原
則
、
農
地
所
有
者
の

管
理
と
と
ら
え
て
お
り
、
今
後
担
い
手
不
足

等
に
よ
り
農
地
管
理
が
で
き
な
い
地
域
は
、

営
農
組
織
や
改
善
組
合
等
、
保
全
会
も
含
め

産
業
振
興
課
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
け

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
質
問
の
農
地
の

泥
等
の
流
出
箇
所
に
つ
い
て
は
、
支
障
が

あ
れ
ば
対
応
で
き
る
部
分
は
対
応
し
た
い
。

特
に
高
原
ふ
る
さ
と
農
道
に
つ
い
て
は
野

積
み
の
堆
肥
等
の
問
題
も
あ
り
ま
す
の
で
、

指
導
も
含
め
て
産
業
振
興
課
と
連
携
し
て

い
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

高
原
地
区
に
は
上
川
上
、
松

馬
場
の
集
積
の
組
合
が
二
組
合
あ
り
ま
す

の
で
、
協
議
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
良
い
管

理
方
法
も
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
上
川
上
地
域
の
台
地

は
近
々
、
区
画
整
理
工
事
が
始
ま
り
、
県

の
職
員
方
の
通
行
が
多
く
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
ふ
る
さ
と
農
道
は
県
の
補
助
事
業

で
す
の
で
、
相
良
村
の
維
持
管
理
が
良
く

な
い
面
が
出
て
く
る
と
い
け
ま
せ
ん
の
で
、

村
道
の
よ
う
に
維
持
管
理
を
進
め
て
い
た

だ
く
よ
う
産
業
振
興
課
と
建
設
課
と
の
協

議
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
指
摘
の
と
お
り
、
要
望
を

含
め
て
産
業
振
興
課
と
連
携
し
な
が
ら
実

施
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

建
設
課
長
か
ら
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
と
お
り
、
出
来
る
か
ど
う
か

は
別
と
し
ま
し
て
、
協
議
し
て
実
施
の
ほ

う
は
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

上
川
上
高
原
地
区
か
ら
上
園

の
畑
地
区
ま
で
の
約
3.5
キ
ロ
区
間
の
ふ
る

さ
と
農
道
が
貫
通
し
た
こ
と
に
よ
り
お
茶

農
家
、
畜
産
農
家
、
一
般
農
家
の
大
型
ト

ラ
ク
タ
ー
な
ど
大
型
化
し
た
現
代
の
農
業

に
貢
献
し
て
い
ま
す
が
、
上
川
上
・
上
川

下
区
間
で
は
畑
地
か
ら
の
土
が
道
路
を
ふ

さ
ぎ
雨
が
降
る
と
水
た
ま
り
も
で
き
、
村

道
と
同
様
の
維
持
管
理
が
で
き
な
い
か
建

設
課
長
に
お
尋
ね
し
た
い
。

農
道
に
つ
き
ま
し
て
も
、
緊

急
を
要
す
る
危
険
箇
所
以
外
で
も
補
修
や

ふ
る
さ
と
農
道
の
土
の
流
入
・

除
去
は
。

要
望
を
含
め
建
設
課
と
産
業

振
興
課
で
連
携
し
て
実
施
し

て
い
く
。

ＱＡ中
村
議
員

中
村
議
員

建
設
課
長

建
設
課
長

産
業
振
興
課
長

ふるさと農道　上川下高原

ふるさと農道　下松馬場
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【
広
報
発
行
特
別
委
員
会
】

　

委
員
長　
　

市
岡　

智
惠

　

副
委
員
長　
　

坂
田　

朋
美

　

委　
　

員　
　

小
善　

満
子

　
　
　
　
　
　
　

髙
岡　

重
盛

　
　
　
　
　
　
　

中
村　

重
道

　

発
行
責
任
者　

黒
木　

正
照

　

秋
も
深
ま
り
肌
寒
く
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

台
風
14
号
に
よ
り
、
住
宅
、
農
地

な
ど
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
被
災
さ

れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
心
配
さ

れ
た
運
動
会
も
３
保
育
園
・
南
北
小

学
校
・
中
学
校
と
も
無
事
開
催
さ
れ
、

園
児
・
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は

良
い
思
い
出
の
１
ペ
ー
ジ
が
出
来
た

も
の
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
全
国
旅
行
支
援
が
10
月
11
日
か

ら
始
ま
り
、
15
都
県
で
独
自
支
援
も

予
定
さ
れ
、
経
済
回
復
に
期
待
が
も

た
れ
て
い
ま
す
。
他
方
で
感
染
者
増

加
に
つ
な
が
ら
な
い
か
不
安
も
あ
り
、

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
て
は
、
今
後

も
感
染
対
策
を
徹
底
さ
れ
、
体
調
管

理
に
十
分
注
意
を
い
た
だ
き
ご
自
愛

く
だ
さ
い
。

　

本
年
も
議
会
だ
よ
り
を
愛
読
い
た

だ
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
報
発
行
特
別
委
員

議会のうごき議会のうごき

台風14号の被害状況台風14号の被害状況

全員協議会　令和４年８月12日
球磨川水系河川整備計画策定（公表）に係る相良村議会への説明

産業福祉常任委員会　令和４年９月22日
国営川辺川総合土地改良事業地内の今後に関する意見交換

球磨郡町村議会議員親善グラウンドゴルフ大会
令和４年10月14日

全員協議会　令和４年９月２日
株式会社さがら経営状況について

大字川辺・観音橋上流 大字川辺・高尾野


